
【調査報告書の見方２】 

 調査報告書は、企業の与信管理を行う上で参考となる資料です。代表者・役員は経営

者や経営陣の概要を知る上で必要なデータが掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・経営者の氏名や概要、

経歴などが掲載されて

います。 

・企業運営にとって重要

とされる｢人｣｢もの｣

｢金｣の中でも、中小企

業が多い家具業界にと

って｢人｣の部分で最も

ウェートを占めるのが

代表者の人物像です。

経営者の学歴や経歴を

知ることでその人物の

人となりを知ることが

できます。 

・また、経営者の体調問

題は企業運営の成否に

直結する場合もありま

す。 

・自宅を含めた個人資産

を把握することで、い

ざという時の資金調達

余力を推し量ることが

できます。 

・企業経営の中枢である経営陣の内容が把握できます。 

・商業登記などを基に調査した結果の役員状況が掲載されています。 

・家具業界の場合同族経営が多く、摘要で代表者等との間柄なども掲載しています。 

・決算や年度末の時期など以外、不自然な時期に役員変更が行われていないか確認

する必要があります。また、業績が悪化した企業は金融機関やファンドから役員

を派遣される場合があり、新たな役員が就任した際にはその背景を確認する必要

があります。 

・備考欄には主に株主内容が掲載されています。家具業界の場合同族経営が中心で

すが、金融機関や取引関係者が株主に名を連ねる場合もあります。 


